
資
料
を
追
い
か
け
て･･
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･
 

 

大
塚 

喜
子 

 
 

明
治
四
十
三
年
刊
行
の
『
大
久
保
利
通
傳
』
と
『
西
郷
隆
盛
傳
』
は
著
者
・
勝
田
孫
弥
が
十
五
年

の
歳
月
を
傾
け
た
各
々
三
巻
か
ら
な
る
大
作
で
あ
る
。
平
成
十
六
年
に
山
口
県
に
あ
る
マ
ツ
ノ
書
店

が
復
刻
し
て
以
降
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
記
や
建
白
書
は
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

辞
書
を
手
放
せ
な
い
の
は
当
然
と
し
て
も
、
漢
字
の
字
画
の
多
さ
に
閉
口
し
た
。
戦
後
に
教
育
を
受

け
た
身
と
し
て
は
仕
方
な
い
。 

勝
田
が
同
時
期
に
刊
行
し
た
『
甲
東
逸
話
』
に
は
、
大
袈
裟
か
も
知
れ
な
い
が
、
ペ
ー
ジ
を
捲
る

手
が
震
え
た
。
例
を
挙
げ
る
と
、
大
久
保
は
同
郷
の
勝
田
に
「
隆
盛
の
真
相
を
知
る
者
は
余
を
於
い

て
他
に
無
か
る
べ
し
」
と
言
っ
て
、
西
郷
の
伝
記
を
書
く
よ
う
依
頼
し
た
数
日
後
に
、
自
身
が
暗
殺

さ
れ
た
。 

 

大
久
保
の
富
国
強
兵
策
の
詳
細
は
西
郷
傳
に
、
西
郷
の
征
韓
論
に
つ
い
て
は
大
久
保
傳
に
詳
し
い
。

セ
ッ
ト
で
両
雄
の
事
跡
を
記
し
て
い
る
。 

 

こ
の
二
冊
は
ド
ナ
ル
ド
キ
ー
ン
氏
が
英
訳
し
て
刊
行
し
た
。
国
外
で
近
代
日
本
の
研
究
者
が
参
考

に
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
昨
年
秋
に
国
会
図
書
館
で
手
に
し
た
。
随
所
に
キ
ー
ン
氏
が
描
い
た

イ
ラ
ス
ト
と
そ
の
解
説
が
あ
る
。
氏
の
深
い
見
識
が
見
て
と
れ
る
。
私
は
こ
の
コ
ピ
ー
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
冬
の
御
所
を
訪
れ
た
。 

  

慶
応
三
年
、
総
裁
・
議
定
・
参
与
の
三
職
か
ら
な
る
明
治
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
。
参
与
に
は
下
級

公
家
の
岩
倉
と
大
久
保
と
西
郷
が
任
命
さ
れ
た
。 

 

公
家
と
大
名
が
「
公
卿
の
間
」
で
会
議
し
た
後
に
、
其
れ
を
各
藩
の
藩
士
（
薩
因
備
士
芸
築
越
肥

後
久
留
米
会
津
柳
川
桑
名
）
に
「
仮
建
所
」
で
喚
問
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
下
級
公
家
と
藩

士
が
出
入
り
で
き
る
の
は
こ
の
仮
建
所
ま
で
で
あ
っ
た
。 

「
仮
建
所
」
と
「
公
卿
の
間
」
は
広
い
板
敷
の
廊
下
を
隔
て
分
断
さ
れ
て
い
る
。
真
の
実
力
者
の
参

与
が
こ
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
キ
ー
ン
氏
に
よ
れ
ば
朝
廷
と
言
う
空
間

の
持
つ
伝
統
の
重
み
で
あ
り
、
大
久
保
が
大
坂
遷
都
を
、
西
郷
が
江
戸
城
明
け
渡
し
を
主
張
し
た
の

は
有
効
な
戦
術
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

吹
き
曝
し
の
板
敷
の
「
仮
建
所
」
に
長
い
時
間
正
座
し
て
議
定
を
待
っ
た
藩
士
た
ち
を
想
い
な
が

ら
、
私
は
暫
く
動
け
な
か
っ
た
。 
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